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法
政
史
学

第
十
八
号

蘇
我
石
川
両
氏
系
図
の

l
l
氏

族

関

係

記

事

を

め

ぐ

っ

小
杭
は
本
誌
前
号
に
「
蘇
我
石
川
両
氏
系
図
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
発
表
し
た
拙
論
の
、
継
続
と
い
う
よ
り
一
体
的
な
意
味
を
持
と
う
正

す
る
も
の
で
あ
る
。
前
稿
に
お
い
て
は
、
紙
数
の
関
係
で
、
資
料
と
し
た

「
蘇
我
石
川
両
氏
系
図
」
ハ
以
下
、
「
系
凶
」
と
略
称
す
る
〉
の
底
本
で
あ
る

「
諸
家
系
図
纂
」
（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
本
）
所
収
の
「
蘇
我
石
川
両
譜
」
の
紹

介
、
と
、
そ
の
成
立
の
時
期
に
つ
い
て
だ
け
私
見
を
提
示
し
得
た
に
と
ど
ま

り
、
「
系
閃
」
成
立
の
論
点
か
ら
沼
然
検
討
す
べ
き
問
題
を
多
く
残
し
て
い

た
。
小
稿
で
は
、
そ
う
し
た
伐
さ
れ
て
い
る
問
題
の
う
ち
「
系
凶
」
に
見
え

る
移
し
い
数
の
後
喬
氏
族
記
事
に
着
目
し
て
こ
れ
が
検
討
の
固
か
ら
、
「
系

凶
」
成
立
の

一
世
一件
を
探
っ
て
見
た
い
と
思
う
。
検
討
の
基
礎
的
資
料
は
、

前
掲
「
蘇
我
行
川
同
諸
」
で
あ
る
。

「
系
同
」
に
記
さ
れ
る
後
喬
氏
族
の
系
譜
は
、
川
大
彦
命
、
凶
武
内
宿
禰
、

!¥. 

考
察て

LI 
主主

野

良

｛乍

ω甘
美
内
抗
輔
の
一：
者
の
後
奇
氏
族
グ
ル
ー
プ
に
包
含
さ
れ
る
。
以
ド
、
逐

次
考
察
を
加
え
る
が
、
そ
れ
に
先
史
っ
て
、
こ
の
．
1

有
の
続
柄
関
係
を
凶
示

し
て
以

F
の
資
料
と
す
る
。

↑｜
武
淳
川
別
命

7
l彦
背
立
大
稲
腰
命

大

彦

命

一1
1

1
1

一

－
一

｜
波
多
武
日
子
命

一｜
稚
日
本
根
子
彦
日
日
咋
一

「
御
問
城
肝

じ
一｜
倭
迩
遮
姫
命

。
孝
一冗

l
l
t

j 

ヨ
F
7
少
彦
男
心
命

｜
一
武
内
宿
幅
一
｜
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｜
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一ー
蘇
我
石
河

－！
平
群
木
更

｜｜｜｜  
若葛怒久紀

城能米
長伊能
江目摩
襲比伊
津売比
琵売

角，
r 

さ
て
、
大
彦
命
の
後
背
氏
族
は
、
次
に
見
ら
れ
る
如
く
、
大
彦
命
を
頂
点

に
そ
の
子
達
を
砲
と
す
る
後
脅
氏
族
も
含
め
て
、

A

大
同
族
同
を
成
し
て
い

る
か
に
記
さ
れ
る
。

川
大
彦
命
（
阿
倍
、
膳
、
阿
問
、
狭
々
城
山
荘
、
筑
紫
国
造
、
越
国
造
、

伊
賀
医
等
の
組
）
11
1

一

一｜
武
淳
川
別
命
（
阿
倍
、
布
勢
、
竹
田
等
の
祖
）

↑｜
彦
背
立
大
稲
腰
命
（
肉
人
、
高
橋
、
膳
、
音
大
等
の
組
ゾ

「
波
多
武
日
子
命
（
三
宅
人
の
祖
）

〔
此
の
外
、
若
桜
部
、
阿
問
問
人
、
他
国
広
瀬
、

道
公
、
会
加
、
杖
部
、

ハ
1
）

坂
合
、
伊
我
水
取
、
難
波
、

古
志
、
日
下
、
大
一戸
等
皆
大
彦
命
の
後
な
り
〕

ま
ず
、
大
彦
命
を
祖
と
す
る
阿
倍
氏
以
下
の
七
氏
が
、
如
何
な
る
理
由
で

こ
の
よ
う
な
関
係
を
持
ち
得
た
の
か
、
そ
の
真
葱
性
は
如
何
程
で
あ
ろ
う
か

等
の
点
に
つ
い
て
の
検
討
か
ら
入
ろ
う
。
大
彦
命
が
孝
元
天
皇
の
子
と
い
う

関
係
に
着
目
し
て
、
記
紀
の
孝
元
天
皇
の
条
を
見
る
と
、
古
事
記
で
は
大
枇

蘇
我
一
石
川
両
氏
系
図
の

一
考
察
（
星
野
）

十
川
命
と
記
さ
れ
て
川

nの
み
知
ら
れ
後
笥
氏
族
の
こ
と
は
令
一
く
記
載
が
な

（

2
〕

ぃ
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
書
紀
の
孝一
五
七
年
一一
月
丁
卯
の
条
に
は
次
の
よ
号

に

記
さ
れ
て
い
て
ほ
ぼ
「
系
図
」
と
一

致
す
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

大
彦
命
。
是
阿
倍
臣

D

膳
臣
。
阿
閉
臣
。
狭
狭
城
山
君
。
筑
紫
国
造
。
伊

（

3
） 

賀
臣
。
凡
七
族
之
始
祖
也
。

「
系
図
」
の
阿
倍
、
膳
、
阿
問
の
三
氏
に
姓
が
欠
け
て
て
い
る
の
を
除
け

ば
、
両
者
は
用
字
法
・
記
載
順
・
内
容
等
の
す
べ
に
一日
一っ
て
共
通
し
て
い

る
。
姓
の
有
無
に
つ
い
て
は
、

「
系
図
’
一
の
記
載
表
示
で
姓
を
付
さ
な
い
場

f
d仏
T

）

合
が
圧
倒
的
に
多
い
事
実
か
ら
考
え
る
と
、
こ
の
場
合
は
無
視
し
て
大
過
な

か
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
大
彦
命
の
商
七
族
の
典
拠
は
直
接
か
間
接
的
に
か
は

も
と
よ
り
催
か
め
る
術
は
な
い
が
、
要
す
る
に
前
掲
孝
元
七
年
紀
と
知
れ

（

5
） 

る
。
後
で
触
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
推
断
に
は
殆
ん
ど
諜
り
な
い
と
思

う
。
さ
れ
ば

「系
附」

筆
録
お
な
い
し
そ
の
後
の
伝
写
者
が
、
阿
倍
氏
な
ど

（

R
V
J 

：．
氏
の
区
姓
を
筆
脱
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
式
津
川
別
命
と
そ
の
後
脅
氏
族
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
大
彦
命
と
の

凶
連
で
ギ
元
七
年
紀
を
見
る
と
不
可
解
な
こ

と
に
は
武
津
川
別
命
す
ら
記
さ

戸

7
）

れ
ず
、

一
方
古
事
記
の
孝
元
の
段
に
、

大
枇
古
命
之
子
建
沼
河
別
命
者
懇
棚
。

と
見
え
、
か
な
り
の
相
違
は
あ
り
な
が
ら
も
共
通
性
を
意
味
す
る
表
現
を
と

っ
て
い
る
。
「
阿
倍
臣
等
之
祖
の
」
等
は
複
数
表
現
で
あ
る
か
ら
、
記
の
編
者

が
こ
れ
に
続
く
民
族
名

1
i例
え
ば
布
勢
、
竹
田

l
lを
省
略
し
た
で
あ
ろ

う
場
合
も
容
易
に
察
し
が
つ
く
が
、
明
ら
か
に
こ
の
条
だ
け
で
は
不
足
で
あ

る
。
典
拠
は
孝
一
冗
紀
も
含
め
て
、
他
に
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
時
代
は
平
安
初
期
に
降
る
が
、
当
時
の
氏
族
系
譜
の
集
大
成
で
あ

九
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法
政
史
学

第
一
八
号

る
新
撰
姓
氏
録
を
見
る
と
、
そ
の
左
京
皇
別
の
条
に
関
連
記
事
が
求
め
ら
れ

（

8
） 

る
。
記
載
の
順
に
引
用
す
る
。

阿
倍
朝
臣
孝
元
天
皇
皇
子
大
彦
命
之
後
也
。
日
本
紀
。
続
日
本
紀
合
。

布
勢
朝
臣
阿
倍
朝
臣
同
祖
。
日
本
紀
漏
。

竹
田
巨
阿
倍
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
男
武
涛
川
別
命
之
後
也

ま
ず
阿
倍
氏
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
単
に
「
大
彦
命
之
後
也
」

と
の
み
記
さ
れ
、
武
浮
川
別
命
と
の
直
接
的
な
関
係
は
把
握
で
き
な
い
。
し

か
し
既
に
見
た
よ
う
に
孝
一
万
記
に
そ
の
明
示
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
「
系

図
」
の
記
載
に
は
阻
揺
を
来
た
さ
な
い
。
更
に
現
存
の
姓
氏
録
が
抄
本
で
あ
る

こ
と
を
考
え
併
せ
れ
ば
、
直
接
に
武
持
川
別
命
に
続
け
ら
れ
て
い
な
く
と
も

そ
の
関
係
の
想
定
は
許
容
す
る
に
足
る
。
と
は
い
え
、
「
系
図
」
の
典
拠
が
孝

元
記
と
姓
氏
録
の
何
れ
で
あ
る
か
は
ま
だ
断
ぜ
ら
れ
な
い
。
布
勢
氏
の
場
合

に
つ
い
て
も
阿
倍
氏
、
と
ほ
ぼ
同
様
の
推
考
が
適
用
で
き
る
と
思
う
が
、
そ
の

傍
証
の
一
っ
と
し
て
挙
げ
得
る
こ
と
は
、
正
し
く
「
系
図
」
の
内
容
と
一
致

（

9
） 

す
る
、
す
な
わ
ち
「
大
彦
命
男
武
浮
川
別
命
之
後
也
」
の
伝
承
を
も
っ
竹
田

氏
と
の
相
関
関
係
で
あ
る
。
姓
氏
録
の
本
条
以
外
に
は
竹
田
氏
に
関
す
る

「
系
図
」
の
典
拠
は
求
め
ら
れ
ず
、
従
っ
て
姓
氏
録
か
ら
の
採
用
と
い
う
推

定
が
動
か
な
い
な
ら
ば
、
布
勢
氏
も
ま
た
他
に
該
当
す
る
祖
先
伝
承
の
所
見

（
叩
）

が
な
い
事
実
か
ら
、
同
様
に
姓
氏
録
採
用
の
公
算
が
強
ま
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
て
く
る
と
、
前
に
保
留
し
た
阿
倍
氏
の
場
合
も
断

定
こ
そ
で
き
な
い
が
、
矢
張
り
姓
氏
録
の
引
用
主
考
え
た
方
が
自
然
で
あ

る
。
そ
の
場
合
、
姓
氏
録
の
原
本
・
抄
本
の
差
違
を
考
え
る
と
、
「
系
図
」
作

成
者
は
原
本
に
拠
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
何
と
な
れ
ば
、
姓
氏

E店。

（
ロ
）

録
原
本
の
阿
倍
朝
臣
と
布
勢
朝
臣
の
条
に
は
そ
の
本
系
の
関
係
か
ら
し
て
、

必
ら
ず
や
武
淳
川
別
命
の
記
載
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ

は
前
掲
孝
元
記
か
ら
、
阿
倍
氏
に
と
っ
て
武
淳
川
別
命
は
祖
先
と
し
て
重
要

な
位
置
に
あ
っ
た
こ
土
が
窮
わ
れ
る
点
に
よ
っ
て
も
推
察
で
き
る
。

と
も
角
、
私
は
記
紀
以
外
の
「
系
図
」
の
典
拠
と
し
て
姓
氏
録
を
挙
げ
ざ

る
を
得
な
い
。
こ
の
点
は
論
が
進
む
に
つ
れ
て
益
々
明
確
に
な
る
と
思
う
。

次
の
彦
背
立
大
稲
腰
命
と
そ
の
後
葡
氏
族
に
つ
い
て
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る

の
は
、
記
紀
に
そ
の
関
係
記
事
が
全
く
見
出
さ
れ
ず
、
姓
氏
録
に
求
め
ら
れ

（
臼
）

る
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
左
京
皇
別
の
条
に
、

（
広
ハ
）

完
人
朝
臣
阿
倍
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
男
彦
背
立
大
稲
腰
命
之
後
也
。
日

本
紀
合
。

高
橋
朝
臣
阿
倍
朝
臣
同
組
。
大
稲
輿
命
之
後
也
。
荒
行
天
皇
巡
一
一
狩
東

国
一
供
－
一
献
大
蛤
一
。
干
レ
時
天
皇
喜
－
一
其
奇
美
一
。
賜
姓
膳
臣
天
淳
中
原
高

真
人
天
皇
儲
吋
八
十
二
年
改
一
藤
山
一
賜
一
一
高
橋
朝
臣
一
。

（

H
H〕

ま
た
が魚
、
津
国
皇
別
条
に
、

高
橋
朝
臣
阿
倍
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
之
後
也
。
日
本
紀
不
レ
見
。

ま
た
逸
文
に
、

姓
氏
録
第
八
巻
云
。
高
橋
朝
臣
本
系
。

阿
倍
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
之
後
也
。
（
下
略
）

〈時）

ま
た
和
泉
閑
皇
別
の
条
に
、

膳
臣
宇
太
臣
。
松
原
臣
。
阿
倍
朝
臣
同
担
。
大
鳥
膳
臣
等
。
付
－
一
大
彦

命
之
後
一
。

ま
た
大
和
問
主
別
の
条
に
、

Hosei University Repository



（
大
）

音
太
部
高
橋
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
之
後
也
。

（
鴎
〉

ま
た
右
京
県
別
の
条
に
。

（
大
〉

音
太
部
高
橋
朝
臣
同
祖
。
彦
屋
主
同
心
命
之
後
也
。

L

乙
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

肉
（
白
八
）
人
、
高
橋
、
謄
、
音
大
（
太
）
の
各
氏
共
、
姓
氏
録
の
各
条
が

補
な
い
あ
っ
て
そ
の
出
典
と
な
り
得
た
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。
姓
氏
録
に
お

け
る
姓
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
今
迄
の
例
か
ら
見
て
特
に
考
古
服
す
る
必
要
は

な
く
、
「
系
図
」
作
成
者
の
怒
意
に
依
る
も
の
と
断
じ
た
い
。
た
だ
、
右
京

旦
別
の
音
太
部
の
条
の
彦
屋
主
男
心
命
に
つ
い
て
は
説
明
を
加
え
る
必
要
が

あ
ろ
う
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
彦
屋
主
田
心
命
は
彦
背
立
大
稲
腰
命
の
男
で

あ
っ
て
、
以
上
の
推
考
に
は
支
障
を
来
た
す
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

音
太
部
の
前
条
の
道
公
は

「大
彦
命
孫
屋
主
回
心
命
之
後
」
と
記
さ
れ
、

更

に
一
一
氏
置
い
て
伊
賀
巨
の
条
に
は
「
大
稲
腰
命
男
雇
主
回
心
命
」
と
見
え
る
。

た
だ
引
用
し
た
道
公
の

場
合
の
よ
う
に
、
同
じ
く
屋
主
回
心
命
の
後
族
で

あ
っ
て
も
音
大
氏
と
共
に
「
系
図
」
が
記
さ
な
い
例
が
他
に
も
姓
氏
録
に
あ

り
、
彦
背
立
大
稲
腰
の
出
向
が
記
紀
に
見
え
な
い
理
由
に
つ
い
て
も
問
題
を

残
す
が
、
こ
の
こ

と
は
ひ
と
先
ず
置
き
、
「
系
図
」
の
出
典
が
姓
氏
録
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
て
、
波
多
武
日
子
命
と
三
宅
人
の
関
係
を
見
ょ
う
。

波
多
武
日
子
命
も
ま
た
記
紀
に
所
見
が
な
い
。
き
れ
ば
姓
氏
録
摂
、
津
国
主

（
四
）

別
の
条
に
次
の
如
く
見
え
る
の
が
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

三
宅
人
大
彦
命
男
波
多
武
日
子
命
之
後
也
。

最
後
に
「
此
の
外
」
以
下
の
註
記
に
見
え
る
若
桜
部
氏
な
ど
一
二
氏
に
つ

い
て
述
べ
る
。
上
来
よ
り
判
断
し
て
出
典
を
件
氏
録
と
見
て
「
系
図
」
と
の

関
係
を
左
に
表
示
す
る
。

蘇
我
石
川
両
氏
系
図
の
一
考
察
〈
星
野
）

一
蘇
我
石
川

7

一
両
氏
系
図

一

事

瓦
合
同
ー一
九
一
ι

1

－

E

一

一

一

阿
倍
朝
臣
同
氏
。
大
彦
命
孫
伊

一

一
若
桜
部

一右
京
一
若
桜
部
朝
臣

一
波
我
牟
都
加
利
命
之
後
也
。
（
下

一
一七六
一

一

一

一

略
〉

一
阿
間
間
決

人

阿
問

11臣
一
棋

が

飴

1
1
j
iE
引

一三

一

一
他
国
広
瀬

一
。

一
弛
回
広
瀬
朝

一
同
氏
。
〔
阿
間
間
人
臣
の
条
を
受

一

巨

一
け
る
〕
（
下
略
）

↑

↑
道

公

。

一
道

＼

ム
一
同
氏
い
大
彦
命
孫
彦
屋
主
男
心

一

仁

J

一
命
之
後
也
o

一

一

一；；
j
l
t
E
I
F
－－

一
杖

部

一
＼

杖

部

造

一
同
氏
。

〔会
加
ほ
の
条
を
受
け

一

。
一

一

↑

↑

一

る〕

一

－

↑

一

大
和

一
坂

合

都

首

↑
山
山
市
朝
臣
同
組
。
大
彦
命
之
後

二
九
二

一
坂

合

一

一

世

一

一摂

i
一配

合

ー
部

一阿
川
公
ム
叩
む

ωι
。
（
下
町
）
｜
－｜｜

；一
一一一

改
吐
い
1
1
1一
時
朝
日
祖
。
大
彦
命
之
後

一
一九四
一

一

一
河
内
一
難

波

忌

寸

一
大
彦
命
之
俊
也
。
（
下
配
ペ

l
E－

一
難

波

一

！

l
T
I
l

l
－
一il
－

－

ー
：

一

一

一

一
少

一
唯
安
一
難
波
忌
寸
同
祖
。
大
彦
命
孫
波
一
一
九
八
一

一

一

1
1

一
3

j

一
多
武
彦
命
之
後
也
。

一t
九九
一

撰

姓

録

氏

IZ._Lj 
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法
政
史
学

T
2
．
？
＼
工
J

L3
u一／
1
J

一

一

一

三

難

波

忌

寸

同

組

。

大

彦

命

之

後
一

一
づ
口
づ
ω
一持
祥
一

d

u

F

一
也

。

：

二
九四

一

一

一

一

一
阿
閉
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
男
紐
－

一

一

］

下

一

J
1
1
連
結

2
foMffil－－
一
九
八

一

一

一

一

司

－
阿
閑
朝
臣
同
祖
。
大
彦
命
男
比

一

一

一
大
一
戸

一
。
一
大

γ
一
ち
由
比
命
之
後
也
。
（
下
略
）
一

一

一戸

以
上
、
す
べ
て
妥
当
す
る
と
思
わ
れ
る
が
、
前
に
若
干
触
れ
た
よ
う
に
、

姓
氏
録
に
は
な
お
こ
の
外
に
も
大
彦
命
の
後
脅
と
体
す
る
も
の
が
あ
る
。
同

（
幻
）

慌
に
表
示
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

一
氏

姓

京

一

記

事

一
一日

一

一
許
曽
倍
朝
一
日

一
在
京

一
阿
倍
朝
回
同
相
。
大
彦
命
之
後
也
。
（
下

一

一五九一

一

一

，

↑

略

）

一

一

↑
名

張

回

一

。

一
阿
倍
朝
臣
同
組
。
大
彦
命
之
後
也
。

一

一六
0

一

一

r
i
i一

十
一

E
f止
な
引
？
後
ι

一
一一11

一

一

智

↑

。
一
同
レ
上
。
〔
阿
倍
朝
臣
同
組
O

L

人
彦
命
之
一
一
九
一
二

一

一

一

後

也

〕

一

一

こ
れ
ら
の
氏
族
が
何
故
「
系
図
」
に
同
族
と
し
て
編
入
さ
れ
な
か
っ

た

か
。
そ
の
出
典
が
姓
氏
録
で
あ
る
と
す
る
考
え
に
誤
り
な
い
と
す
れ
ば
、
単
に

編
者
の
社
撰
な
い
し
は
怒
意
と
の
み
断
じ
き
れ
な
い
気
も
し
な
い
で
は
な
い

が
、
後
に
も
見
る
よ
う
に
姓
氏
録
と
の
全
体
的
な
関
係
か
A

り
し
て
矢
強
り
村

撲
の
故
で
あ
っ
て
独
自
な
伝
承
存
在
の
結
果
と
は
考
ら
れ
え
な
い
。

ま
た
保
留
し
て
お
い
た
大
彦
命
四
子
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
既
掲
の
孝
元

11q 

一記
に
定
、出
河
別
命
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
文
に
続
け
て
、

次
比
古
伊
那
許
士
別
命
。
閉
館
記
院
を
円。

（

ち

と
あ
る
。
こ
れ
を
彦
背
立
大
稲
腰
命
k
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
。

仮
に
そ
う
だ
と
し
て
も
、
「
系
図
」
の
直
接
の
典
拠
で
な
い
こ
k
は
明
ら
か

（
お
）

で
あ
ろ
う
。
日
本
書
紀
で
は
そ
の
崇
神
元
年
二
月
内
寅
の
条
に
、

主
福
間
城
姫
一
為
一
一
屯
口
一
。

（
川
崎
）

駐
日
仁
即
位
前
紀
に
、

ほ
日
后
日
一
一
御
問
城
姫
一
。
大
彦
命
之

K
む。

と
見
え
御
問
城
地

．
人
の
こ
と
が
知
れ
る
だ
け
で
あ
る
が
、
御
間
城
販
の
典

拠
は
、
記
に
け
ん
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
主
紀
と
考
え
て
益
支
え
な

い
と
思
う
。
し
か
し
記
の
前
掲
記
事
で
も
っ
て
川
様
に
武
洋
川
別
命
て
一
成
い

は
彦
背
1
L八
稲
版
命
も
）
の
典
拠
と
は
定
め
難
い
。
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に

川
字
法
に
速
い
が
あ
る
。
川
字
法
の
相
違
は
内
科
の
共
通
に
も
拘
ら
ず
、
そ

れ
が
直
接
の
典
拠
で
な
い
こ
と
を
示
唆
す
る
。
な
お
記
に
（
紀
に
も
）
は
波

多
武
日
子
命
が
（
或
は
彦
背
す
一
六
稲
腰
命
も
）
記
さ
れ
て
な
い
。
こ
れ
ら
の

事
実
は

「系
図
」
の
こ
の
部
分
の
典
拠
は
記
で
は
な
く
、
既
に
見
て
き
た
よ

う
に
姓
氏
録
の
各
条
で
あ
る
こ
と
を
支
持
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

武
内
宿
禰
と
そ
の
後
喬
氏
族
の
系
議
は
次
の
よ
う
に
一
記
さ
れ
る
。

凶
武
内
宿
禰
｜
｜
l
i
l
i－
－
－

一

〔
羽
悶
〕

T
波
多
八
代
（
波
多
、
林
、
波
美
、
足
川
、
淡
海
、
長
谷
部
、
道
守
、
山

口
の
祖
）

一

〔区〕

丁
汗
勢
小
柄
（
許
勢
、
程
郎
、
鵜
廿
、
軽
部
、
械
回
、
斐
太
等
の
祖
〉
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↑

i
紙
我
．
h
一例

C
紙
我
、
川
辺
、
制
中
、
お
向
、
小
川約刊
、
桜
介
、

一

同
口
、
箭
口
、
久
米
、
御
炊
等
の
祖
）

丁
平
群
木
蒐
（
紀
、
平
群
、
佐
和
良
、
馬
御
職
、
文
室
、
都
保
、

一
額
田
、
韓
海
部
の
祖
）

一i
紀
角
（
紀
匹
、
部
奴
、

坂
本
、
掃
守
問
、
日
休
、
梶
、
大
家
、

の
組
J

一11
久
米
能
摩
伊
万
比
売

一i
怒
能
伊
日
比
売

一i
お
域
長
江
襲
、津
彦
（
王
手
、
的
、

中一社
、
阿
芸
那
、
が
散
、

一

井
、
布
忍
、
下
神
の
組
）

「
若
子
（
江
野
財
、
江
沼
の
担
）

f+! 
，馬
；［： 

丈
部
事

入
門
J

ミ、

f
h

／
。

dg句
作

目

μ

こ
れ
が
か
の
著
名
な
古
事
記
李
元
段
の
武
内
桁
内
宿
禰
系
諾
と
酷
似
し
て

い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
容
易
に
大
方
の
察
せ
ら
れ
る
’と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
よ

F

お」

っ
て
、
同
系
譜
を
主
に
図
示
す
る
。

建
内
市
噸
11
1
i

l

i
－

－

一l
波
多
八
代
宿
禰
（
波
多
国
、
林
区
、
波
美
臣
、
星
川
区
、
淡
海
匹
、
長

一

谷
部
君
の
祖
〉

寸
許
勢
小
柄
宿
禰
（
許
勢
目
、
雀
部
臣
、
軽
部
臣
の
祖
）

一l
蘇
我
石
河
宿
禰

（
蘇
我
臣
、
川
辺
臣
、
田
中
匹
、

高
向
臣
、
小
治
回
目
、

一

桜

井

臣

、
岸
旧
臣
等
の
祖
）

一l
平
群
都
久
宿
禰
（
平
群
臣
、
佐
和
良
臣
、
馬
御
職
連
等
の
祖
）

H

訴
我
石
川
同
氏
系
凶
の
一
考
察
ヘ
星
野
）

一l
木
向
桁
桶
ハ
木
臣
、
出
奴
臣
、
以
本
院
の
川
川
）

一i
久
米
能
摩
伊
刀
比
売

一ー
怒
能
伊
日
比
売

了
葛
城
長
江
曽
都
毘
古
（
王
子
．
民
、
的
区
、
生
江
区
、
阿
芸
那
区
等
の
祖
ザ

i
e若
子
宿
禰
（
江
野
財
巨
の
祖
，
）

両
者
を
比
較
し
て
見
る
と
、
ん
し
体
と
し
て
は
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
が
、

．
致
し
な
い
部
分
も
か
な
り
あ
る
。
分
け
て
吟
え
る
と
、
ま
ず
氏
族
数
に
お

い
て
は
記
の
ご
仁
氏
に
吋
す
る
「
系
凶
」
の
．九
：
．
氏
で
前
円
の
約
倍
の

．．
 

h

ハ

氏
も
多
い
と
い
う
こ
と
。
次
に
氏
伎
の
記
載
の
順
序
に
「
系
閃
」
は
若
干
の

乱
れ
が
あ
り
、
許
勢
、

一平
群
の
系
統
に
指
摘
で
き
る
o
u．
取
後
に
、
川
’
字
の
相

違
は
武
内
宿
禰
の
武
日
建
と
、
紀
角
宿
禰
と
そ
の
後
奇
氏
族
の
紀
日
木
が
挙

げ
ら
れ
る
（
宿
禰
の
呼
号
や
姓
一の
有
無
は
例
に
依
っ
て
「
系
図
」
が
省
略
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
特
別
に
差
異
し
し
す
る
必
要
は
な
い
k
思
う
〉
。

以
上
の
よ
う
な
不
一
致
な
点
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
「
系
図
」
は
原
則
と
し

て
孝
一
克
記
に
よ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
孝
元
記
以
外
に
こ

れ
程
纏
ま
っ
た
信
ず
べ
き
資
料
ば
他
に
な
い
か
ら
で
あ
る
。
氏
族
数
の
相
違

か
ら
検
討
に
入
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
迄
の
例
か
ら
推
し
て
、
「
系

凶
」
は
孝
元
記
で
骨
絡
を
作
り
、
姓
氏
録
で
も
っ
て
補
な
っ
た
も
の
と
・
策
し

が
つ
く
。

次
に
「
系
図
」
に
あ
っ
て
孝
元
記
に
見
え
な
い
氏
旗
を
姓
氏
録
よ
り
探
し

（お
）

て
表
示
し
て
み
る
。

f四
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一
蘇

我

石

川

庁

一
河
氏
系

lF
：1
1
1
1
1

1

一

一

一
氏

名

函

．

一
氏

姓

一

事

一
頁

一

一

一
左
京
一
間
守
朝

－
技
館
謂
糾
）
波
多
八
代
宿
禰

一
二三

一
半、

一
，

道

守

朝

一
波
多
朝
臣
同
祖
。
武
内
宿
禰
男
八

一
一九九

一

区

一
多
八
代
宿
禰
之
後
也
。
（
下
略
）

一
八

一

道

守

一河
内
一

十
1
11
一

↑

一

一

一

道
守
巨
道
守
朝
臣
同
担
。
武
内
宿
禰
男
波

一
7

7
多
八
代
宿
禰
之
後
也
。

－
タタ一

一
イ一

和
夫
道
守
朝

一
波
多
朝
臣
同
祖
。
八
多
八
代
宿
禰

一
一一C
五

一
波

一1
1
1
1
一1
1

一；臣

十

一
之
後

ιJh下
略
V

一
一

山

口

ιー
朝

一
時

諒

祖

O
R
j之
後

一
一九九

一
i

鵜

汁

一和
泉
鳩
廿
部

一
蹴
明
。引
一
棚
田
力
己
西
男
柄
－
宿
禰
後

一一一四八

一
杯

一
1
1

－一

雌
柄
宿
禰
凶
壮
孫
稲
茂
匝
之
後
也
。

一
世

一

右
京
陀
一
勝
一
晴
男
荒
人
。
（中
略
）
賜
－
一
械
出
臣
姓
一

二
七
一一一

一
1

一
械

川

f
平

日

也
0

（下
略
）

一

十
勢

一

一に
羽

巨
勢
械
巨
勢
械
回
朝
院
同
組
。
武
内
宿
禰

一
一九
C

一

↑
ノ
手
間
臣
命
之
後
也
。

i
九一

一
守

一

一

一
－一－J

斐
太
一
右
て
↑
巨
勢
斐
巨
勢
職
問
同
氏
。
巨
勢
市
柄
四
世

一
一七一ニ

ナ

一

J
k
l

一
孫
稲
茂
男
荒
人
之
後
也

一
河

一
回

口

十左
京

一
四

日

朝

五

時

期

日

説

話

一

一
一六一

一

一
杭

一l
i
l－
－

「

日

出
口
恒
一
。

（
下
略
）

一
十
鰍
一
位
剛
一
口

一
h
ゲ

法
政
史
学

第
一
八
号

撰

姓 ｜

氏

録｜

コし一一＝ロ

京
日
朝

Eヨ
[l_LJ 

ノ、

一ー・

一
河

一

一

一

臣

一
之
後
也
。

一町一之
上
丘
一
均一骨十
一目問1
！？
一子
一

一
i

一
御

炊

一
。

一
御
炊
朝

一
武
内
宿
禰
六
世
孫
宗
我
馬
背
宿
禰

一
。

一

一

一

一

臣
之
後
也
。
（
下
略
）

一
一

紀

一

一

一

一

J
J
宇
一位
一1
1
1
1下略
二

一
I

F
－
－
一二
四
11
一軒
4
1
1
1久
足

l
之

1
7
一

一
幹

一
馬

J
j一
匹

］

一組

問

1
1
1群
木
！
？
一
九
Cト

ι

一
稲

川

一河
内
一
額
山
首
早
良
臣
同
組
。
平
群
木
兎
杭
禰
之

一
一一0
0

後
也
。

（下
略
）

一
一

幹
海
部

一摂
津
一
時
海
部
時
雄
一
平
｝
禰
之
後
一
一
一
一
四
一

一右
京
掃
守
田
武
町
門
店
欄
男
紀
都
奴
宿
禰
之
後

一
一七五

一
一
f
f
t
l

－

首

也

一
一

掃
守
旺

一

一

一

一和
民
間
守
回

一
武
内
宿
禰
男
紀
角
宿
禰
之
後
也
。

一
一一O
六

一

二

」

山
城
一
日

む

紅

白

1
0
1宿
禰
之
後

一
一八七
一

一
↑

一

一

一

也。

（下
略
）

一
一

一
一

日

佐

一
l

－1

1

一

1

1
1

1
1
1
1
I
L
－－一

紀

大

和

臼

佐

一
山
判
明
白
同
組
。
武
内
市
噸
之
後

一
一き
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角一

一和
泉
一
聞
辛
梶

一
定
内
山
仙
一
明
紀
角
宿
禰
之
後
也。

一
一一実

写

比

一

一L
U一一

一
j
i一
首

？

角

鼠

之

後

也。

17
一

一
同
レ
上
。
〔
武
内
宿
禰
男
紀
角
宿
禰

一
7

一

部

一
。

一
丈
部
首

一
之
後
也
〕

一
一

一
布

敷

一摂
津
一

布
敷
百

ト
提
寸
同
祖
。
背
怒
鳴
見
守
彦
命
之
後

一
一九四
一

彦

ケ
1
1

↑

一

一ー
レ
尾
台

1
0武
内
出
噸
出
力
背
仰
木
一
一
ぽ

一

一
d

家

一河
勾
、
ミ
退

L

F

4

一

一

l

d
’

今

襲

津

彦

命

之

後

也

。

一

一g

孝

一
－｜
｜
’

1

1
1
1
1

2
F

一一

一

向
上
。
〔
小
家
連
の
お
を
受
け
る
〕

一

一

襲

一
原

井

。

原

井

連

ト
（
下
略
）

J
OG

－

江
一

一

三

布

忍

首

一
的
巨
同
祖
武
内
宿
一
哨
之
後
也
。

一
。

一

長

一
布

忍

一

i
j一骨
骨

子

炉

1
1一ニ一

坂

一

一

：i

一
i

1

1

1

一

1
1
1
1
E
h

－－t

！万一六
十

戸
4
1
1
f
it
－－腰

i
j
l
i
tz

－

↑

↑

一
石
川
同
氏
。
建
内
宿
禰
男
若
子
宿
一
八
九
一

軒

一
江

沼

一大
和
一
江
沼
恒

一一
欄
之
後
也
。
（
下
略
）

一1
3

梶

問
題
が
全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
殆
ん
ど
が
姓
氏
録
で
も
っ
て
補
填

さ
れ
る
事
実
に
驚
く
程
で
、
前
の
推
定
が
間
違
い
で
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

蘇
我
石
川
河
氏
系
図
の
一
考
察
（
星
野
ゾ

と
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
系
図
」
作
成
者
に
よ
っ
て
姓
氏
録
か
ら
姶
い
上
げ

（訂
）

ら
れ
な
か
っ
た
な
お
若
干
の
氏
族
が
あ
る
。
こ
れ
も
表
示
す
る
。

一
氏

姓

一京
・
国
一

記

事

一
頁
一

一
池

後

匡

一
大
和

一
建
内
宿
禰
之
後
也
。
（
下
略
）

一
一色
一

一
塩

屋

ー

河
内

一
堅

議

宿
噸
男
葛
木
尚
内
部
比
古
命

三

i
－

表
中
、
葛
城
朝
店
に
つ
い
て
は
孝
元
記
系
譜
に
も
見
え
な
い
の
で
、
「
系

図
」
に

4

記
さ
れ
な
い
理
由
も
一
応
諒
解
さ
れ
る
。
し
か
し
他
の
二
氏
の
事
情

は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
点
も
「
系
図
」
作
成
者
の
社
撰
の
結
果
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
孝
元
記
、
「
系
図
」
共
に
日記
さ
れ
て
い
て
姓
氏
録
に
見
え
な
い

氏
族
が
あ
る
。
波
多
八
代
系
の
波
美
、
淡
海
の
二
氏
で
あ
る
。
一
見
問
題
を

含
む
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
系
図
」
が
機
会
的
に
記
の
氏
族
を
記
し
、

そ
れ
に
姓
氏
録
の
関
係
氏
族
を
加
え
た
結
果
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

平
群
木
蒐
系
の
ウ
マ
ミ
ク
イ
（
馬
御
職
・
馬
工
）
は
記
に
馬
御
職
、
姓
氏

録
に
馬
工
と
あ
る
。
こ
の
阻
睡
も
「
系
図
」
が
機
会
的
に
平
群
か
ら
馬
御
職

ま
で
を
記
し
、
姓
氏
録
か
ら
関
係
民
族
と
し
て
の
馬
工
を
記
し
た
社
撰
の
表

わ
れ
で
あ
ろ
う
。
同
様
に
許
勢
小
柄
系
に
見
え
る
記
載
順
の
混
乱

l
lと
い

っ
て
も
鵜
甘
氏
が
途
中
に
入
っ
た
単
純
な
も
の
で
あ
る
が
！
ー
も
「
系
図
」

の
杜
撰
か
筆
写
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
平
群
木
蒐
系
の
官
頭
に
紀
氏
が

記
さ
れ
て
い
る
の
は
単
な
る
社
撰
や
誤
写
と
は
片
付
け
き
れ
な
い
も
の
を
含

’四
五
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法
政
史
学

第
一
八
サ

ん
で
い
る
。
何
と
な
れ
ば
、
「
系
図
」
の
平
群
氏
の
註
文
に
、

真
鳥
八
代
孫
大
人
。
仕
天
智
天
武
両
朝
。
為
御
史
大
夫
、
大
納
言
、
由
是

紀
氏
再
興
。

と
い
う
理
解
し
恋
い
事
柄
が
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。
文
の
内
科
子
該
当
す
る

人
物
は
紀
大
人
で
あ
る
こ
と
明
白
で
何
故
に
平
群
氏
の
条
に
記
さ
れ
た
の
か

が
問
題
で
あ
る
。
思
う
に
こ
の
混
乱
の
原
因
は
「
系
図
」
作
成
の
当
初
に
既

に
存
し
た
の
で
あ
っ
て
、
古
事
記
・
姓
氏
録
以
外
の
資
料
が
使
用
せ
ら
れ
た

と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
木
菟
の
後
喬
氏
族
の
第

一
位
に
紀
氏
を
】
記
し
た
の

も
前
掲
註
文
と
の
関
係
故
で
あ
ろ
う
し

1
l従
っ
て
こ
の
註
文
は
後
註
で
は

な
い

i
l、
ま
た
紀
角
の
条
に
お
い
て
、
古
事
記
の
川
字
例
で
あ
る
木
を
紀

に
変
え
て
い
る
の
も
、
単
に
書
紀
の
用
字
法
を
採
用
し
た
と
い
う
だ
け
で
な

く
、
な
お
例
外
的
に
巨
姓
を
付
し
て
い
る
の
も
ま
た
社
撰
と
は
退
け
き
れ
な

い
と
思
え
る
。

私
見
で
は
こ
れ
が
原
凶
は
続
群
書
類
従
に
載
せ
る
「
紀
氏
系
図
」
に
あ
る

（

md
 

と
考
え
る
。
関
係
部
分
だ
け
引
載
す
る
。

武
内
宿

禰

一

匹
見

「
木
菟
宿
禰
1

1
真
烏
宿
踊
1

1
抜
掠
巨
i
l久
比
恒

11
1

l
i－
－

－

実

小

開

臣

子

。

一

丁
狼
昨
臣

l
l小
足
以

l
l出
手
臣
i
j大
口
臣
、1

1
大
人

一
｜
真
咋
巨

そ
し
て
大
人
の
譜
交
に

大
納
言
正
三
位

日」

」、

H
vト

↑
ノ

御
史
大
夫

号
大
紫
匹
。
天
智
天
皇
十
一
年
辛
未
正
月
五
日
始
任
御
史
大
夫
。
天
武
天

皇
元
年
改
御
史
大
夫
。
初
大
納
言
。
是
吾
朝
大
納
言
初
也
。
此
時
改
宿
禰

為
朝
臣
。
天
武
十
一

一年
六
月
一一
日
義
。

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
の
系
凶
に
し
て
も
何
程
の
真
鴻
性
が
あ
り
、

ま
た
紀
大
人
の
出
自
や
紀
氏
の
本
貫
或
い
は
平
群
氏
と
の
関
係
等
に
つ
い
て

も
議
す
べ
き
点
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
紀
氏
の
活
躍
が
、
上
古
は
と

も
角
と
し
て
、
平
群
氏
の
そ
れ
よ
り
遥
か
に
大
き
か
っ
た
事
実
か
ら
、
紀
氏

の
付
加
造
作
が
推
測
さ
れ
る
。
翻
っ
て

「
系
凶
」
の
内
容
か
ら
も
、
こ
の
こ

と
は
支
持
で
き
よ
う
。
延
喜
式
神
名
帳
、
大
和
国
平
群
郡
に
見
え
る
平
群
坐

（
却
〉

紀
氏
神
社
の
存
在
は
紀
・
平
群
両
氏
の
在
り
万
を
示
唆
し
、
こ
の
問
題
を
考

え
る
場
合
の
使
と
な
る
。

へ
却
）

類
衆
国
史
巻
十
、
神
祇
十
、
常
犯
の
条
に
、

円
以
和
天
内
包
天
長
元
年
八
月
丁
問
。
依
二
従
一
一
一
位
右
衛
門
督
旅
播
暦
権
守
紀

汽
川
副

J

判
臣
百
継
。
従
川
位
卜
行
越
前
加
れ
ん守
紀
判
は
未
成
等
実
一
。
紀
氏
神
川

幣
吊
例
。

と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
こ
の
神
社
は
天
長
元
年
八
月
に
紀
朝
臣
百
継
－

m末

成
等
の
長
請
に
依
っ
て
官
社
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
津
間
左
右
吉

氏
は
こ
の
記
事
に
拠
っ
て
「
紀
朝
臣
は
汗
の
紀
匹
の
家
で
あ
る
か
ら
、
此
の

神
社
は
紀
店
の
故
郷
の
で
あ
り
、
従
っ
て
紀
院
は
此
の
土
地
の
豪
族
で
あ
っ

（

m
M
） 

た
」
と
述
べ
、
紀
臣
の
本
貫
を
こ
の
地
に
推
定
さ
れ
た
が
、
紀
氏
の
本
貫
は

（お）

矢
振
り
通
説
の
よ
う
に
紀
伊
間
に
あ
っ
た
と
考
え
た
方
が
よ
く
、
大
和
国
平

（お
）

詳
郡
の
地
も
通
説
通
り
平
群
氏
の
本
店
と
考
え
た
い
。
勿
論
、
紀
氏
神
社
が

存
し
た
税
で
あ
る
か
ら
、
紀
氏
同
族
が
此
の
地
に
居
住
し
た
こ
と
も
官
実
で
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、戸b
d

あ
る
が
d
、

そ
れ
は
そ
う
古
い
こ
と
で
は
な
く
、
、
壬
中
の
乱
以
後
の
紀
大
人

の
活
躍
し
た
時
代
以
降
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
逆
に
紀
氏
が
平
群
氏
の
一

故
地
に
勢
力
を
扶
植
し
て
い
っ
た
も
の
L

乙
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

紀
朝
臣
百
継
・
同
末
以
の
事
績
は
日
本
後
紀
・
続
日
本
後
紀
・
公
卿
補
任

－

M
本
逸
史
な
ど
に
散
見
す
る
。
百
継
に
つ
い
て
は
公
卿
補
任
が
網
羅
的

で
、
一
応
諸
書
と
も
大
き
く
食
い
違
う
L
し
こ
ろ
は
な
い
。
紀
氏
系
図
に
も
同

名
の
こ
と
が
見
え
、
略
々
前
掲
史
書
と
一
致
す
る
の
で
、
大
人
以
下
の
関
係

（

お

）

部
分
だ
け
略
記
し
て
紹
介
し
よ
う
。

大
人

l
i国
益

l
l諸
人
l

！
常
l
l飯
際
1
31
1

一

一

男

ハ

三

男

）

一
十
日
佐
美
1

i末
成
樹
附
制
限
和
守

一
弘
仁
十
二
年
七
月
任
大
和
守
。
同
十
一
月
選
任
越
前
守
、

一

正
問
位
下
。

「
却
炉
h
N
I
l
l子
材
製
一
一
緒
縦
江
守

ポ
和
二
年
七
月
任
参
議
。
元
従
一一一
位
。
同
三
年
九
月
前
知
。

紀
氏
系
閃
も
こ
の
頃
に
な
る
と
、
か
な
り
信
用
で
き
る
。
し
て
み
る
主
紀

氏
は
そ
の
勢
威
の
高
ま
る
中
で

j
恐
ら
く
大
人
以
降
百
継
の
こ
ろ
よ
り
そ

う
遠
く
な
い
昔
ii
！
、
か
つ
て
の
名
族
と
は
い
え
現
実
に
は
衰
微
し
て
い
る

同
族
平
群
氏
を
何
ら
か
の
事
情
で
自
家
の
系
譜
に
組
入
れ
た
、
そ
れ
が
石
川

氏
と
の
交
渉
の
中
で
「
系
図
」
に
別
出
入
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
系

図
」
に
大
人
が
真
鳥
八
代
孫
と
記
さ
れ
て
い
る
典
拠
と
し
て
は
紀
氏
系
図
以

外
に
考
え
ら
れ
ず
、
両
者
の
譜
文
に
も
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

以
上
、
纏
々
述
べ
て
き
た
が
、
要
す
る
と
こ
ろ
は
「
系
図
」
の
典
拠
に
紀

氏
系
図
が
加
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
芯
紀
氏
が
成
る

蘇
我
石
川
両
氏
系
同
の
一
考
察
（
星
野
）

時
期
に
石
川
氏
に
勢
力
的
な
影
響
を
与
え
て
い
た
反
映
と
見
た
い
と
い
う
こ

（
幻
）

と
で
あ
る
。

次
に
甘
美
内
宿
禰
と
そ
の
後
喬
氏
族
に
つ
い
て
み
る
。

ω甘
美
宿
禰
（
内
臣
、
山
公
の
祖
）

廿
美
内
宿
禰
は
前
掲
孝
元
記
の
前
段
に
叫

比
古
布
都
押
之
信
命
：
：
：
生
子
。
味
師
内
宿
一
鳴
。
剛
一
一

r仙
哨
山
内
又
：
：
；
生

子
。
建
内
宿
禰
。

と
見
え
、
ま
ず
「
系
図
」
と
は
父
の
名
と
武
内
宿
禰
の
兄
弟
関
係
が
違
っ
て

い
る
の
が
、
仲
代
目
さ
れ
る
が
後
育
氏
族
の
点
は
考
慮
に
価
す
る
。
．
庁
書
紀

（
叩
却
）

に
は
孝
元
七
年
二
月
丁
卯
の
条
に
、

彦
太
忍
信
命
。
是
武
内
宿
禰
之
組
父
也
。

（
却
〉

と
あ

っ
て
古
事
記
と
蹴
舶
を
生
ず
る
が
、
対
行
三
年
．
一
川
庚
寅
朔
の
条
に
、

民
主
忍
山
刀
武
雄
心
命
・
・
・
・
・
・
生
－
武
内
宿
禰
一
。

と
見
え
る
の
で
、
武
内
・

美
内
宿
禰
兄
弟
の
父
は
屋
主
忍
県
武
雄
心
命
で
彦

太
忍
伝
命
を
祖
父
と
す
る
「
系
凶
」
の
出
典
は
丹
紀
で
あ
る
と
知
れ
る
。
で

あ
れ
ば
後
喬
氏
族
の
典
拠
も
他
に
求
め
た
方
が
よ
く
、
姓
氏
録
、
大
和
国
旦

（

ω） 

別
に
。内

巨
孝
一
万
天
皇
皇
子
彦
太
忍
信
命
之
後
也
。

山
公
内
臣
同
祖
。
味
内
宿
禰
之
後
也
。

と
続
け
て
－
記
さ
れ
る
の
が
疑
い
な
く
そ
れ
で
あ
ろ
う
。

以
上
要
約
す
る
と
、
「
系
図
」
の
氏
族
関
係
記
事
に
は
殆
ん
ど
す
べ
て
出

典
が
明
示
さ
れ
、

d

て
れ
ば
記
紀
お
よ
び
姓
氏
録
に
大
体
吸
収
さ
、
れ
得
る
と
い

I＇円
ーじ
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法
政
史
学

（

H
M
） 

う
こ
と
で
あ
る
。
中
で
や
や
特
異
な
の
は
紀
氏
系
図
の
影
響
が
認
め
ら
れ
、

こ
の
点
に
石
川
氏
と
紀
氏
と
の
関
係
が
推
測
さ
れ
て
、
「
系
図
」
が
全
く
の

機
械
的
編
纂
物
、
二
等
史
料
と
の
断
論
に
一
抹
の
時
措
な
し
と
し
な
い
が
、

そ
れ
と
て
も
さ
し
た
る
価
値
は
与
え
難
い
。

（
位
）

さ
れ
ば
前
稿
で
見
た
よ
う
に
、
「
系
図
」
成
立
の
時
期
も
相
当
に
降
り
、

こ
れ
で
も
っ
て

d
蘇
我
氏
の
こ
と
は
勿
論
、
石
川
氏
の
実
態
究
明
に
も
殆
ん

ど
有
効
な
も
の
は
な
い
と
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
の
為
に
は
当
然
な
が
ら
広
く

信
頼
に
価
す
る
史
料
を
渉
猟
す
る
以
外
に
ま
た
い
々
法
は
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
、
と
結
論
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

第
一
八
号

ぃ主

ハ
1
〉

「
系
図
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
条
は
御
問
域
組
の
譜
文
に
続
け
て

記
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

崇
神
居
。
垂
仁
母
、
此
外
若
桜
部
。
阿
閉
問
人
。
他

p
i
t－
－
旧
広
瀬
。

道
公
。
会
加
。

杖
部
。
坂
合
。
伊
我
水
取
。

年
広

H
日

A
q
山山

；
i

難
波
。
古
志
。
日
下
。
大
戸
等
皆
大
彦
命
之
後
也
。

（
傍
点
は
草
者
〉

と
あ
る
が
、
此
外
以
下
の
文
は
御
問
城
魁
の
譜
文
に
内
容
的
に
継

続
し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
御
間
域
創
の
後
尚
氏
族
の
存
在
を
推
測

し
得
る
資
料
も
他
に
ん
上
く
見
出
さ
れ
な
い
。
更
に
文
の
最
後
に
皆

大
彦
命
之
後
也
と
あ
る
の
よ
り
考
え
併
せ
れ
ば
、
こ
の
文
は
原
は

御
間
城
姫
と
は
直
接
関
係
せ
ず
、
恐
ら
く
大
彦
命
や
そ
の
子
達
の

条
全
体
に
係
る
独
立
の
注
文
で
あ
り
、
転
写
の
問
に
お
け
る
誤
記

で
あ
ろ
う
と
推
断
さ
れ
る
。

孝
一
五
記
に
は
「
穂
－
一
積
臣
等
之
組
。
内
色
持
労
命
百
耕
一
院
げ
レ
音
。
妹
。

（

2
） 

匹1

へ

（

3
） 

内
色
許
売
命
一
生
御
子
。
大
耽
古
命
。
」
（
新
訂
増
補
国
史
大
系
本

『
古
事
記
』
普
及
版
、
六
七
頁
）
と
見
え
る
。

新
訂
増
補
国
史
大
系
本
『
日
本
書
紀
』
前
篇
、
一
五

O
頁
（
普
及

版）。
拾
戟
氏
族
総
数
八

O
の
う
ち
、
姓
の
記
し
て
な
い
氏
族
は
六
五
で

あ
る
。
氏
の
名
以
外
に
姓
ら
し
き
も
の
を
付
す
る
の
が
一
五
あ

り
、
部
姓
七
、
巨
姓
一
ニ
、
君
（
公
）
姓
二
、
人
姓
二
、
そ
の
他
〈
国

造
）
一
と
い
う
内
訳
で
あ
る
。

第
二
節
、
一

O
頁
参
照
。

「
系
図
」
の
編
者
の
朴
撰
か
、
伝
承
者
の
誤
写
で
な
い
と
す
れ
ば

当
然
故
意
で
る
っ
て
作
成
時
の
事
情
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
後
節
で
こ
の
点
の
検
討
も
行
な
う
予
定
で

あ
る
。

前
掲
「
古
事
記
』
、
六
七
頁
。

佐
伯
有
清
「
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
、
（
本
文
篇
）
、
一
五
九
l
六
O
頁。

武
淳
川
別
命
の
武
淳
を
孝
元
記
は
建
沼
と
記
す
の
で
、
こ
の
点
か

ら
も
古
事
記
よ
り
も
姓
氏
録
の
方
が
近
い
。

布
勢
氏
に
は
姓
氏
録
山
城
国
皇
別
に
次
の
よ
う
な
異
な
っ
た
祖
先

伝
本
が
あ
る
。

ヘ勢）

布

施

仲

哀
天
皇
聖
子
忍
稚
命
之
後
也
。
続
日
本
紀
不
レ
見
。
（
前

掲
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
本
文
篇
、
一
八
八

l
八
九
頁
）

ま
た
古
事
記
応
神
段
に
、

意
冨
・
梓
王
者
。
：
：
：
布
勢
君
等
之
祖
也
。
（
前
掲
『
古
事
記
』
、

一
一
O
頁
）

（

4
） 

（

5
） 

（

6
） 

（

7
） 

（

8
） 

（

9
） 

（
叩
）
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（

uv 

と
見
え
、
都
合
ゴ一種
の
祖
先
伝
広
が
あ
る

こ
と
に
な
り
‘
こ
れ
は

別
に
考
究
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
当
面
は
捨
象
し
て
考
え

て
差
支
え
な
い

と
思
う
。

阿
倍
氏
に
つ
い
て
は
、
大
塚
徳
郎
「
阿
倍
氏
に
つ
い
て
」
（
続
日

本
紀
研
究
」
第
三
巻
一

0
・
一
一
号
〉
の
詳
論
が
あ
る
。
布
勢
氏

に
つ
い
て
も
論
及
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

佐
伯
有
清
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
（
研
究
論
）
、
第
一
、
五
「
新

撰
姓
氏
録
の
内
容
」
参
照
。

前
掲
姓
氏
録
（
本
文
篇
）
、
一
五
九
頁
。
記
載
順
に
示
し
た
。

問
、
一
九
一
一
一頁。

阿
、
三
五
四
頁
。
太
子
伝
玉
林
抄
所
引
の
逸
文
で
あ
る
。
省
略
部

分
の
記
載
は
左
京
皇
別
の
高
橋
朝
臣
の
条
の
内
容
と
略
同
一
。

な
お
、
高
橋
氏
も
姓
氏
録
神
別
の
連
姓
の
も
の
に
つ
い
て
は
、

そ
の
祖
先
伝
承
が
異
な
る
。
有
京
・
山
城
国
・
河
内
国
に
同
族
が

あ
っ
て
、
神
鏡
速
日
命
の
そ
れ
ぞ
れ
七
世
孫
大
新
河
命
・
十
二
世

孫
小
前
宿
禰
・
十
四
世
孫
伊
己
布
都
大
連
の
後
な
り
と
い
う
。
同

様
に
高
橋
を
名
乗
っ
て
も
異
な
る
氏
族
と
考
え
、
こ
こ
で
は
一
応

捨
象
す
る
。

（
ロ
）

ハ
日
〉

〈

U
〉

（
日
）

（
日
）

（
げ
〉

（

四

）

前
掲
姓
氏
録
（
本
文
篇
〉
、
二

O
七
頁
。

問
、
一
九
一
頁
。
ハ
日
）
同
、
一
七
七

4

良。

問
、
一
九
四
頁
。
と
こ
ろ
が
河
内
国
皇
別
の
条
に
も
、

難
波
難
波
忌
す
同
祖
。
大
彦
命
孫
波
多
武
彦
命
之
後
白
。
（
同
、

一
九
八
九
九
頁
）

と
見
え
、
子
と
孫
、
日
子
と
彦
の
相
違
が
あ
っ
て
、
特
に
前
者
に

蘇
我
石
川
両
氏
系
図
の
一
考
察
ハ
星
野
）

は
伝
示
の
混
乱
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ

で
も
問
題
を
残
す
が
三
宅

人
の
条
の
み
採
用
し
て
お
く
。

す
べ
て
皇
別
。
頁
数
は
前
掲
姓
氏
録
の
そ
れ
で
あ
る
。
若
桜
部
、

坂
合
、
日
下
等
諸
氏
の
異
姓
者
に
異
伝
が
あ
る
が
、
無
視
し
た
。

な
お
こ
の
外
に
、
注
（
Mm
）
の
和
泉
国
事
別
の
条
の
、
字
太
臣
、

松
原
臣
、
大
鳥
膳
臣
等
せ
挙
げ
ら
れ
る
。

注
記
の
「
膳
臣
之
祖
也
」
と
あ
る
の
は
「
系
図
」
と
も
共
通
し
、

同

一
人
物
と
考
え
る
一
つ
の
条
件
と
は
な
る
。

前
掲
日
本
書
紀
、
一
五
七
頁
。
（
払
）
同
、

一
七
冗

A

良。

前
掲
古
事
紀
、
六
八
頁
。
な
お
記
で
は
武
内
術
禰
の
式
は
建
と
な

っ
て
お
り
、
武
は
紀
の
用
字
法
で
あ
る
。
こ
の
系
譜
に
つ
い
て
は

津
田
左
右
吉
氏
以
来
先
学
に
よ
っ
て
氏
族
論
的
な
研
究
が
出
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
ら
の
主
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
式
内
宿
禰

系
譜
の
成
立
と
江
沼
氏
の
伝
承
」
（
「
法
政
大
学
工
業
高
等
学
校
紀

要
」
創
刊
号
〉
に
紹
介
し
て
お
い
た
が
、
そ
の
後
管
見
に
入
っ
た

も
の
に
、
日
野
昭
「
蘇
我
氏
同
按
系
譜
の
形
成
に
つ
い
て
」
（
「
竜

谷
大
学
論
集
」
第
三
七
壬
号
〉
、
直
木
孝
次
郎
「
武
内
宿
禰
伝
説

に
関
す
る
一
考
察
」
（
「
人
文
研
究
」
第
一
千
九
巻
・
第
五
号
）
、
岸

俊
男
「
た
ま
き
は
る
内
の
朝
臣

l
l建
内
借
噸
伝
本
成
立
試
論
｜

i
」
（
『
歴
史
と
人
物
」
所
収
）
等
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は

そ
う
い
っ
た
豪
族
論
的
な
考
察
を
す
る
余
裕
が
な
い
。

（
お
）
韓
海
部
と
下
神
の
二
氏
は
未
定
雑
姓
、
他
は
す
べ
て
窒
別
、
頁
数

は
前
掲
姓
氏
録
（
本
文
篇
）
の
そ
れ
で
あ
る
。
道
守
、
山
口
、
鵜
甘
、

久
米
、
文
室
、
額
四
、
犬
家
、
丈
部
等
の
諸
氏
に
は
異
伝
を
も
っ

（

初

）

（
幻
）

（

辺

）

（お
）

（
お
）

四
ブL
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蘇
我
石
川
両
氏
系
図
の
一
考
察
ハ
星
野
）

ハ
幻
）

も
の
が
あ
る
が
捨
象
し
た
。
ま
た
紀
角
の
系
統
で
、
「
系
図
」
の

梶
に
対
し
て
右
の
姓
氏
録
は
紀
辛
梶
で
あ
る
が
、
そ
の
頭
註
に
よ

る
と
底
本
を
は
じ
め
諸
本
に
も
半
の
な
い
の
が
あ
る
の
で
、
紀
梶

と
も
考
え
ら
れ
、
「
系
図
」
に
非
常
に
近
く
な
る
。
な
お
平
群
木

菟
の
系
統
と
し
て
紀
氏
が
あ
っ
て
姓
氏
録
は
空
欄
に
し
て
あ
る
が

、
平
群
木
克
系
の
馬
御
職
H
馬
工
の
重
出
と
共
に
別
に
論
ず
る
。

す
べ
て
阜
別
、
頁
数
は
前
掲
姓
氏
録
の
そ
れ
で
あ
る
。
表
示
以
外

に
左
京
皇
別
に
石
川
朝
臣
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
性
格
上
「
系

図
」
に
記
さ
な
い
の
が
寧
ろ
当
然
。
挙
げ
た
氏
族
に
も
異
姓
で
別

系
統
の
が
あ
り
、
例
挙
し
な
か
っ
た
中
に
も
、
前
後
の
関
係
か
ら

武
内
氏
族
と
判
断
さ
れ
る
も
の
や
、
姓
と
系
統
の
異
な
る
氏
族
も

若
干
あ
る
け
れ
ど
も
、
表
示
は
分
明
な
も
の
に
限
っ
た
。

続
群
書
類
従
完
成
会
本
『
続
群
書
類
従
』
ハ
第
七
輯
上
）
、
在
第
一

六
八
・
系
凶
部
六
一
一
一
、
一
八
一

l
八
三
頁
。

新
訂
増
補
同
史
大
系
本
コ
匙
害
式
』
前
端
、
一
八
八
百
（
普
及
版
）
。

同
本
（
第
五
巻
）
「
類
緊
国
史
』
前
筒
、
八
八
頁
。

同
本
（
第
八
巻
）
「
日
本
逸
史
」
は
巳
以
下
を
「
預
－
函
時
幣
吊
例
一
。
」

と
補
訂
し
て
い
る
（
二
九
五
頁
）
。

『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
（
「
津
田
左
右
古
全
集
』
第
二
巻
）
、
一

一
二
頁
。

岸
俊
男
『
紀
民
に
関
す
る
一
試
考
一
（
『
近
畿
古
文
化
論
孜
」
所
収
）

参
照
。

延
立
口
の
神
名
式
に
、
平
群
石
床
神
社
・
平
群
神
社
五
座
が
見
え
る

（
uM掲
延
喜
式
、
一
八
八
一
只
〉

3

（
お
）

（

mm） 
（
初
〉

（
況
）

（
泣
〉

（
お
〉

（
担
）

五。

（
お
）

『
平
安
遺
文
』
第
一
巻
、
点
観
十
二
年
四
月
廿
一
二
日
付
の
某
郷
長

解
の
土
地
売
券
に
、
保
証
万
禰
と
し
て
紀
朝
臣
氏
世
・
岡
本
男
が

見
え
る
。
ま
た
売
地
四
至
の
う
ち
南
は
「
限
石
川
朝
臣
真
主
地
井

紀
氏
神
地
」
と
あ
っ
て
紀
氏
神
社
の
近
く
に
同
氏
が
居
住
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
こ
の
解
文
に
は
当
面
の
問
題
に
関
係
の

あ
る
こ
と
と
し
て
、
士
地
売
人
が
左
京
二
条
一
坊
の
戸
主
石
川
朝

臣
真
主
戸
口
同
貞
子
で
あ
り
、
買
人
が
右
京
四
条
二
坊
に
住
む
戸

主
従
七
位
上
守
少
判
事
紀
朝
臣
春
世
で
あ
る
こ
と
か
ら
石
川
・
紀

両
氏
の
交
渉
が
察
せ
ら
れ
る
が
、
保
証
力
輔
の
中
に
石
川
朝
臣
宗

雄
も
見
え
る
。
ま
た
郡
司
に
副
擬
主
帳
平
群
糸
主
が
記
さ
れ
て
い

る
の
も
参
考
と
な
ろ
う
（
一
三
九

l
凶

O
頁
）
。

（
初
）

前
掲
続
群
書
類
従
、
一
八
一二

l
八
五
頁
。
古
紙
の
譜
文
に
見
え
る

「
心
兵
衛
腎
」
は
「
右
衛
門
督
」
の
誤
り
で
あ
る
こ
と
諸
書
に
照

し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

ハ
釘
）

紀
氏
の
伝
ふ
は
書
紀
や
姓
氏
録
に
競
え
、
ま
た
江
沼
氏
に
も
影
響

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

（
前
掲
「
武
内
出
帽
系
滑
の
成
立
と
江

沼
氏
の
伝
承
」

参
照）。

〈
お
）

（

mm
〉問、

一
九
八

l
九
九
頁
。

前
掲
日
本
書
紀
、

一
五

O
頁。

（

ω） 

前
掲
姓
氏
録
、

一
九

O
頁。

（
叫
〉

小
論
で
は
検
討
の
対
象
と
し
な
か
っ
た
が
、
「
系
図
」
の
氏
族
関

係
以
外
の
す
べ
て
の
部
分
に
典
拠
が
求
め
ら
れ
、
記
紀
1

1
紀
が

中
心

ll
、
続
紀
に
吸
収
き
れ
る
。

「蘇
花
石
川
両
氏
系
凶
呪
立
の
時
期
に

つ
い
て
し
、

（

位

）

川
八
頁
参
照
。
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